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　市では、「多くの人が利用する公園です。近隣や他人の迷惑にならないよ
うに利用しましょう」を標語に、公園利用のマナー向上を図っています。し
かし、ごみが散乱している、ペットのふんが落ちているなど、公園の利用に
関する苦情が、毎年多数寄せられています。特に夏は、日が沈んだ後に公園
を利用する方が多く見られる季節です。公園を気持ちよく利用できるよう、
マナーを守りましょう。

▽問い合わせ　緑と建設課緑と水の係、（財）いなぎグリーンウェルネス財団
（指定管理者）　1３３１－７１５６

　市では、市が管理する公園・緑地や道路・水路の公共施設を市民の皆さ
んとの「協働」で管理するアダプト制度（公共施設里親制度）の参加者を募
集しています。活動の際には、必要に応じて清掃道具の提供や貸し出し、
ごみの回収、傷害保険などの援助を行います。
　参加を希望する方、関心のある方は、お問い合わせください。

▽問い合わせ　公園・緑地＝緑と建設課緑と水の係、
道路・水路＝管理課維持補修係

　

現
在
市
内
に
は
、
１
３
２
カ

所
、約　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
公
園
・

８７

緑
地
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
公
園
・
緑
地
の
維
持
管

理
は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ

り
、　

い
な
ぎ
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ

（財）

ル
ネ
ス
財
団
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
及
び
指
定
管
理
者
は
定
期

的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
点

検
の
際
に
発
見
し
た
、
公
園
灯

の
球
切
れ
や
遊
具
な
ど
の
不
具

合
な
ど
の
維
持
補
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
点
検

だ
け
で
は
補
い
き
れ
な
い
部
分

も
あ
り
ま
す
の
で
、
公
園
灯
の

球
切
れ
や
遊
具
な
ど
の
不
具
合

な
ど
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

指
定
管
理
者

　

い
な
ぎ
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ル
ネ

（財）ス
財
団（
総
合
体
育
館
内
）　

1

　

・
７
１
５
６
、g

reen
@
ttv
.

３３１

n
e.jp

、
市
役
所
緑
と
建
設
課
緑

と
水
の
係

ご
連
絡
く
だ
さ
い

公
園
灯
の
球
切
れ
、

 

遊
具
･
施
設
の

不
具
合
な
ど

アダプト活動の感想いろいろ
〇自分のできる範囲で活動できる。小原さんが「無理しな
くていいよ～」と声をかけてくれるので、気楽にできる。
〇みんなと一緒だから活動が続いている。
〇会員が廃材で草刈り用のいすを作ってくれた。
〇「今晩のおかずは何にしよう」など、会員同士のコミュ
ニケーションの場となっている。
〇「いつもきれいにしてくれてありがとう」と声をかけら
れてうれしかった。ふれあいの輪が
ひろがっている。
〇花が咲くとうれしい。
〇花壇の写真を撮りに来てくれる人
がいてうれしい。
〇きれいになることはいいことだ。

みんなの公園みんなの公園
マナーを守って利用しましょうマナーを守って利用しましょう

●夜遅くまで大声で騒ぐな

ど、公園の周辺に住んでい

る方の迷惑となるような行

為はやめてください。

●公園で花火をする時は、

バケツに水を用意し、火災

予防に努めてください。

※ロケット花火や爆竹など

は、他の利用者や公園の周

辺に住んでいる方の迷惑に

なりますので禁止しています。

●ごみを公園に捨てないで、必ず持ち帰ってください。

●ペットのふんは、飼い主の責任で必ず持ち帰ってください。

※動物を怖いと感じる人もいますので、公園内でペットを放

すことは禁止しています（特に苦情が多いのは、稲城中央公

園・若葉台公園です）。

●ゴルフは禁止しています（特に苦情が多いのは、多摩川緑

地公園です）。

●芝生などを傷める直火でのバーベキューはやめてください。

また、ごみは持ち帰ってく

ださい。

●迷惑行為などを発見した

場合は、市内公園の指定管

理者である、いなぎグリー

ンウェルネス財団に連絡し

てください。

※夜間の公園利用による安

眠妨害や不審者に関するこ

とは１１０番通報してください。

公園を利用する公園を利用する
皆さんへのお願い皆さんへのお願い

▲

休
日
は
特
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
憩
う 

稲
城
北
緑
地
公
園（
東
長
沼
）

▲
水
遊
び
が
で
き
る

　

大
丸
公
園（
大
丸
）

ごご存存じじでですすかか

アアダダププトト制制度度

▲公園は、ごみ捨て場ではあり
ません。

▲折られてしまった桜の木（山崎公
園）。樹木や遊具、施設などは大切
にしてください。

「松の台広場里親の会」

　松の台広場（百村地区）を
清掃したり、花壇に花を植
えたりしています。

「クローバークラブ」

　川崎街道・鶴川街道（矢
野口地区）周辺の清掃、雑
草取りをしています。

「フラワーフレンズ 榎 
えのき

 戸 」
ど

　三沢川親水公園（矢野口地区）の雑
草取りや花壇に花を植えています。

紹介します

あなたのまちの

アダプト活動
　現在、市内では５３のアダプト団
体が活動しています。この中から、
３団体を紹介します。

公公共共施施設設
里里親親制制度度（（ ））

参加者募集

◆代表者：小原　 盛 氏　◆会員数：２４人
もり

◆発足：１９年１０月

これからもこれからも
よろしくよろしく
お願いしますお願いします



２０・８・１ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

く
し
て
も
、
土
地
区
画
整
理

の
手
法
に
よ
る
整
備
を
粘
り

強
く
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
、　

メ
ー
ト
ル

６０

の
落
差
の
あ
る
危
険
な 
崖 
問

が
け

題
の
解
決
や
、
公
園
な
ど
の

ま
と
ま
っ
た
公
的
な
緑
を
残

し
計
画
的
街
づ
く
り
を
進
め

る
に
は
、
区
画
整
理
事
業
以

外
は
困
難
と
判
断
し
て
い
ま

し
た
。
地
権
者
は
平
均
減
歩

率　

％
と
な
っ
て
も
事
業
を

６８
進
め
る
意
志
を
固
め
、
し
か

も　

％
以
上
の
同
意
を
民
主

９０
的
に
得
て
、　

年
４
月
に
組

１８

合
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
市

議
会
も
全
体
事
業
費
の
５
％

を
支
援
す
る
予
算
を
、
圧
倒

的
多
数
で　

年
３
月
に
可
決

１８

し
ま
し
た
。
私
も　

年
の
市

１９

長
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

「
南
山
に
市
民
グ
ル
ー
プ
が

提
案
す
る
コ
モ
ン
ズ
計
画（
緑

地
保
全
型
住
宅
）
を
実
現
す

る
」
と
公
約
し
、
青
年
会
議

所
主
催
の
公
開
討
論
会
に
も

臨
み
、
南
山
に
つ
い
て
反
対

し
て
い
る
対
立
候
補
と
激
し

い
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
昭
和　

年
に
当
時

５６

の
森
市
長
が
、
稲
城
の
街
づ

く
り
の
指
針
と
し
て
稲
城
市

民
憲
章
を
起
草
し
ま
し
た
が
、

当
時
の
市
の
計
画
人
口
は　
１４

万
人
と
し
て
い
ま
し
た
。
現

在
の
計
画
人
口
は
南
山
の
開

発
計
画
を
含
め
て
も　

万
５

１０

千
人
と
な
っ
て
お
り
、
市
民

憲
章
制
定
時
よ
り
、
緑
も
多

く
余
裕
の
あ
る
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

南
山
の
難
し
さ
は
、
土
地

の
全
体
面
積
の　

％
は
２
６

９５

０
人
に
も
及
ぶ
個
人
の
財
産

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
以
上
に
計
画
的
な

街
づ
く
り
と
な
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
が
稲
城
市
議
会
議
員
に

当
選
し
た
昭
和　

年
は
、
稲

５８

城
の
歴
史
上
最
大
規
模
の
開

発
事
業
で
あ
る
、
多
摩
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
向
陽
台
・
長
峰

地
区
の
造
成
工
事
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
し
た
。
面
積
約

２
９
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
人
口

も
２
万
９
千
人
を
想
定
し
、

稲
城
の
街
づ
く
り
の
起
爆
剤

と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
が
、
子
供
の
こ
ろ
遊

ん
だ
野
や
山
が
切
り
崩
さ
れ

る
の
は
辛
い
も
の
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
新

住
宅
市
街
地
開
発
法
に
よ
っ

て
、
都
心
で
働
く
人
々
に
不

足
し
て
い
る
良
好
な
住
宅
を

供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
反
対

す
る
地
権
者
も
お
り
、
裁
判

も
行
わ
れ
ま
し
た
が
事
業
は

着
々
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

当
時
南
山
は
、
住
宅
公
団

が
全
面
買
収
す
る
開
発
計
画

も
あ
り
ま
し
た
が
、
買
収
で

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
同
様
土
地

を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
こ
れ

を
拒
否
し
、
１
４
４
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
区
画
整
理
す
る
大
き

な
計
画
も
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

バ
ブ
ル
崩
壊
と
共
に
白
紙
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
地
権

者
の
多
く
は
、
規
模
を
小
さ

南
山
東
部
土
地
区
画

整
理
事
業
に
思
う

　

市
長　

石
川
良
一

時代への�
視 点�
時代への�
視 点�

１９０�１９０�

振り込め詐欺にご注意を！�

地域安全情報�警視庁�

　多摩中央警察署管内では、年金支給日を狙ったと思われ
る振り込め詐欺未遂が多発しています。
　犯人から電話を受けた方の中には、実際に犯人に言われ
たＡＴＭ機のところまで出向きながらも、冷静な対応や判
断で、被害を未然に防止できた方もいます。
○声が子供と違った（「風邪を引いた」などと言われても
だまされなかった）。
○家族の名前や年齢を聞いたらデタラメな返答がきた（犯
人の中には、家族の氏名・生年月日・職業などが記載され
た名簿を持っている事もあります）。
○犯人からの電話を受けた時に、警察のチラシやテレビ、
新聞などのニュースを思い出した。
　身内を名乗る人からであっても、急に「現金を振り込ん
でほしい」などの電話がかかってきた時には、まず、振り
込め詐欺を疑い、必ず事実確認をしてください。おかしい
と思ったらすぐに１１０番に通報するか多摩中央警察署に電話
してください。

２０年（７月８日現在）の振り込め詐欺件数
　多摩中央警察署管内３１件（うち稲城市７件）

▽問い合わせ　多摩中央警察署　1３７５－０１１０

　

市
で
は
市
内
で
の
国
際
交
流

活
動
が
活
発
に
な
る
よ
う
、
外

国
か
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
方
の
事

前
登
録
制
度
「
稲
城
市
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ン
ク
」
の
登
録
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
応
募
要
件　

次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方　

①
国
際
交
流
活

動
の
趣
旨
を
理
解
し
、
活
動
に

積
極
的
に
参
加
を
希
望
す
る
方

②
市
内
在
住
の
方　

③
代
表
者

は　

歳
以
上
で
、
家
族
全
員
の

２０
同
意
を
得
て
い
る
方　

④
部
屋

の
提
供
な
ど
快
適
で
安
全
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
が
で
き
る
よ
う
環

境
づ
く
り
に
努
め
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
訪
れ
る
方
に
対
し
誠
意

を
も
っ
て
対
応
す
る
意
思
が
あ

る
方

▽
受
け
入
れ
方
法　

市
や
教
育

委
員
会
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受

け
入
れ
を
行
う
際
、
登
録
者
の

中
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

候
補
者
を
選
び
、連
絡
し
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
内
容
や
条

件
に
つ
い
て
は
個
別
に
異
な
り

ま
す
の
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
へ
の
打
診
が
あ
っ
た
時
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
活
動
は
無
報
酬

と
し
、
経
費
の
負
担
も
行
い
ま

せ
ん
。

▽
応
募
方
法　

稲
城
市
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ン
ク
登
録
申
込
書
〔
協
働
推
進

課（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
内
）で
配

布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
〕
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

協
働

推
進
課
協
働
推
進
係

　

先
の
大
戦
や
広
島
・
長
崎
の

原
爆
で
は
、
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
、
ま
た
、
多
く
の
人
が

愛
す
る
家
族
と
の
別
れ
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

悲
惨
な
記
憶
も
月
日
の
流
れ

と
と
も
に
、
と
も
す
れ
ば
風
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
い
か
に
時
代
が
変
わ
っ
て

も
こ
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
今
日

の
平
和
と
繁
栄
が
築
か
れ
て
い

る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
も
次
代
に
語
り

継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
て
犠
牲
と

な
っ
た
方
々
の
霊
を
慰
め
る
と

と
も
に
世
界
の
恒
久
平
和
の
確

立
を
祈
り
、
市
役
所
な
ど
で
１

分
間
の
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
期
日
・
時
間　

①
広
島
原
爆

の
日
＝
８
月
６
日（
水
）・
９
時

②
終
戦
記
念
日
＝
８
月　

日
１５

（
金
）・
正
午

▽
問
い
合
わ
せ　

企
画
部
政
策

室

　

第
７
回
Ｉ
の
ま
ち　

い
な
ぎ

市
民
祭
を　

月　

日（
金
）〜　

１０

２４

２６

日（
日
）の
３
日
間
、
稲
城
中
央

公
園
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
〕
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

９
月
５
日
必
着

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

Ｉ
の

ま
ち　

い
な
ぎ
市
民
祭
実
行
委

員
会
事
務
局
（
協
働
推
進
課
協

働
推
進
係
）

　

市
で
は
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
人
材
バ

ン
ク
事
業
と
し
て
市
政
参
加
協

力
者
と
学
習
活
動
の
指
導
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

 
市
政
参
加
協
力
者

　

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
知
識
や

経
験
を
市
政
に
生
か
し
ま
せ
ん

か
。
市
で
は
、
各
種
委
員
会
、

審
議
会
な
ど
市
民
の
市
政
へ
の

参
加
を
促
す
た
め
、
登
録
者
の

情
報
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
女
性
の
市
政
へ
の
参
加
促

進
を
図
る
た
め
の
情
報
と
し
て

も
活
用
し
ま
す
。

　

市
政
参
加
協
力
者
は
、
自
薦

の
ほ
か
他
薦
に
よ
る
登
録
も
で

き
ま
す
が
、
推
薦
に
は
事
前
に

被
推
薦
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
市
内
在
住
・
在
勤

の　

歳
以
上
の
方　

②
市
政
や

２０
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

積
極
的
に
行
政
運
営
に
参
加
す

る
意
欲
の
あ
る
方　

③
政
治
、

経
済
、
社
会
、
文
化
、
そ
の
他

の
各
分
野
の
専
門
的
な
知
識
・

経
験
の
あ
る
方

 
学
習
活
動
の
指
導
者

　

皆
さ
ん
が
文
化
・
学
習
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
分

野
で
習
得
し
た
知
識
・
技
術
・

経
験
な
ど
を
生
か
し
て
、
市
民

団
体
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
指
導

者
・
講
師
・
助
言
者
と
し
て
活

動
し
ま
せ
ん
か
。

　

登
録
さ
れ
た
人
材
情
報
は
、

生
涯
学
習
情
報
と
し
て
、
市
民

の
方
に
提
供
し
ま
す
。

◆
共
通
事
項

▽
応
募
方
法　

地
域
振
興
プ
ラ

ザ（
協
働
推
進
課
）、
生
涯
学
習

課
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
、
総
合

体
育
館
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張

所
に
あ
る
登
録
カ
ー
ド
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
政
参
加
協

力
者
＝
協
働
推
進
課
協
働
推
進

係
、
学
習
活
動
の
指
導
者
＝
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

こ
の
中
で
、
今
年
も
青
少
年

を
対
象
と
し
た
和
太
鼓
コ
ン
テ

ス
ト
を
行
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
　

歳
以
下
の
個
人
ま

２０

た
は
チ
ー
ム
（
笛
・
鳴
り
物
を

含
め
て　

人
以
内
）

１０

▽
期
日　
　

月　

日（
土
）

１０

２５

▽
時
間　

２
時
〜（
予
定
）

▽
会
場　

稲
城
中
央
公
園
内
特

設
ス
テ
ー
ジ

▽
募
集
数　
　

チ
ー
ム

１０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
で
出
場
者
を
決
定
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▽
演
奏
時
間　

５
分
以
内

▽
曲
目
・
演
奏
形
態　

自
由

※
太
鼓
は
主
催
者
側
で
用
意
し

ま
す（　

台
）。
バ
チ
（
材
質
は

１９

ホ
ウ
、ヒ
ノ
キ
、ブ
ナ
に
限
る
）・

笛
は
参
加
者
が
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
応
募
方
法　

申
込
書
〔
協
働

推
進
課（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
内
）、

参加者募集参加者募集
和太鼓コンテスト和太鼓コンテスト

人材バンク登録者募集人材バンク登録者募集

生生かしてみませんかかしてみませんか
あなたのあなたの

知識・技術・経験知識・技術・経験

登
録
者
募
集

登
録
者
募
集

 

稲
城
市
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

稲
城
市
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

平
和
の
願
い
永
久
に

平
和
の
願
い
永
久
に

 

黙黙
と
う
に

と
う
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

▲写真は一昨年の和太鼓コンテスト（昨年は台風のため中止）

 Ｉ のまち
あい

いなぎ市民 祭 
まつり



２０・８・１（３）　代表電話は３７８－２１１１

　

市
内
の
道
路
に
は
、
様
々
な

樹
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
市

で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
通
行
・

安
全
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う

刈
り
込
み
や 
剪 
定
   

な
ど
適
正
な

せ
ん 
て
い

管
理
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
ご
意
見
ご
要
望
の
な
か
に

は
、
私
有
地
の
樹
木
や
生
け
垣

が
道
路
へ
は
み
出
し
、
歩
行
者

や
車
の
通
行
に
支
障
を
来
し
て

い
る
な
ど
の
ご
意
見
な
ど
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
所
有
者
の

皆
さ
ん
は
、
支
障
と
な
る
樹
木

な
ど
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
維
持

補
修
係

　

市
内（
主
に
既
成
市
街
地
）に

は
田
畑
へ 
灌  
漑 
す
る
た
め
の
用

か
ん 
が
い

水
路
が
網
の
目
状
に
巡
ら
さ
れ

て
お
り
、
稲
城
の
特
産
で
あ
る

梨
・
ぶ
ど
う
の
生
育
に
欠
か
せ

な
い
役
目
や
、
市
内
の
田
畑
を

潤
す
役
目
の
他
、
市
内
に
降
っ

た
雨
水
を
排
水
す
る
役
目
も
担

っ
て
い
ま
す
。

　

用
水
路
に
は
流
れ
を
保
つ
た

め
に
ご
み
よ
け
の
ス
ク
リ
ー
ン

（
金
網
）を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

近
年
ご
み
や
草
木
な
ど
が
流
れ

て
き
て
お
り
、
ス
ク
リ
ー
ン
や

ふ
た
を
か
け
て
い
る
水
路
内
に

 
堆  
積 
し
、
用
水
路
が
あ
ふ
れ
て

た
い 
せ
き

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は

道
路
冠
水
や
床
下
浸
水
を
招
く

原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
必
要
に
応
じ
て 
浚  
渫 

し
ゅ
ん 
せ
つ

や
ご
み
の
除
去
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
災
害
の
防
止
の
た
め

水
路
に
ご
み
や
草
木
な
ど
を
流

さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
維
持

補
修
係

　

生
ご
み
は
、
燃
え
る
ご
み
の

　

％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

４０
　

市
で
は
、
ご
み
減
量
対
策
と

し
て
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

ガ
ス
な
ど
に
含
ま
れ
、
大
気
汚

染
の
原
因
と
な
る
窒
素
酸
化
物

の
大
気
調
査
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
期
日　

８
月　

日（
水
）

２０

▽
時
間　

午
前
７
時
〜
翌
日
午

前
７
時

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３４

▽
方
法　

自
宅
の
軒
先
な
ど
に

簡
単
な
測
定
器
具
を　

時
間
設

２４

置
し
ま
す
。

※
冬
季
に
も
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

８
月　

日
１１

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

環
境

課
環
境
保
全
係

　

自
動
車
な
ど
か
ら
出
る
排
気

※
購
入
前
に
、
環
境
課
へ
生
ご

み
処
理
容
器
購
入
申
請
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
購
入
申
請
書

は
環
境
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出

張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
電

動
生
ご
み
処
理
機
の
場
合
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

○
く
う
た
く
ん
（
酵
素
を
配
合

し
た
チ
ッ
プ
材
に
よ
り
、
生
ご

み
を
分
解
・
消
滅
さ
せ
ま
す
）・

３
千
円
・
稲
城
市
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
〔
８
月　

日（
水
）・

１３

　

日（
金
）は
夏
季
休
業
〕

１５

ごみの量（６月）�
家庭ごみ　前年同月比で約1.4％の増量�

　前年同月の一人１日当たりのごみ量
は、燃えるごみ４６５グラム、燃えないご
み５０グラム、合計５１５グラムだったた
め、約１.４％の増となりました。さらな
るごみ減量のために、分別などにご協
力ください。

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイク
ル係

一人１日当たり市内収集量区　分

４７２ｇ１,１５２ｔ燃えるごみ

５０ｇ １２１ｔ燃えないごみ

５２２ｇ１,２７３ｔ合　計

ペットのふんは�
持ち帰ろう�

　

市
で
は
、　

年
か
ら
「
稲
城

１２

市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
市
民

条
例
」
を
制
定
し
、
犬
の
ふ
ん

の
放
置
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犬
を
散
歩
・
運
動
さ
せ

る
時
は
、
ふ
ん
を
処
理
す
る
た

め
の
用
具
を 
携  
行 
し
な
け
れ
ば

け
い 
こ
う

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
犬
の
ふ
ん
の
放
置
が
悪
質

な
場
合
に
は
、
２
千
円
以
下
の

過
料
と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境

保
全
係

○
電
動
生
ご
み
処
理
機
（
市
販

の
生
ご
み
処
理
機
。
生
ご
み
を

減
量
・
堆
肥
化
し
ま
す
）
・
１

万
円
・
家
電
量
販
店
な
ど

▲
電
動
生
ご
み
処
理
機

○
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
（
地
中
の
バ

ク
テ
リ
ア
の
働
き
に
よ
り
生
ご

み
を
発
酵
分
解
し 
堆  
肥 
化
し
ま

た
い 

ひ

す
）
・
３
千
円
・　

東
京
み
な

JA

み
稲
城
支
店

▲

く
う
た
く
ん

 水道料金・下水道料金

ククレジットカード払いがレジットカード払いが
できるようになりますできるようになります

　これまでの「口座振替」「請求書」による支払い方法に
「クレジットカード払い」が加わります。クレジットカー
ド払いは、お客さまが支払い窓口でクレジットカードを提
示し直接支払う方法ではなく、事前に登録して、継続的に
クレジットカードから支払う方法です（クレジットカード
会社がお客さまの水道料金・下水道料金を立て替え払いし
ます）。

▽受付開始日　８月１日～

▽利用開始日　１０月１日～

▽利用できるクレジットカード　イオン、オリコ、セゾン、
ジャックス、ＣＦ、ＤＣ、ＵＦＪ、ニコスＭＵＦＧ、ＵＣ、
ＪＣＢ、ダイナース、ＶＩＳＡ、マスター

▽申し込み方法　申込書（多摩お客さまセンターに請求し
てください）に必要事項を記入のうえ、申し込んでくださ
い。
※詳細は水道局ホームページ（http://www.waterworks. 
metro.tokyo.jp/）をご覧ください。

▽問い合わせ　多摩お客さまセンター
1０５７０－０９１１０１（ナビダイヤル）
1０４２－５４８－５１１０（日曜日、祝日を除く８時３０分～午後８時）

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

大

気

調

査

大

気

調

査

お願いしますお願いします

私私有地の樹木や有地の樹木や
生け垣の管理生け垣の管理

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
路
の
維
持
管
理

水
路
の
維
持
管
理

犬犬ののふふんんのの
放放置置禁禁止止

　

ア
イ
ロ
ン
が
け
は
、
余
熱
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
余
熱
で
数

枚
の
ハ
ン
カ
チ
の
し
わ
伸
ば
し

が
で
き
ま
す
。

省省
エエ
ネネ
・・
節節
電電

今今
年年
のの
夏夏
もも
ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい

▽
問
い
合
わ
せ

環
境
課
環
境
保
全
係

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
保
全
係

▲ごみなどの堆積で、増水した様子

　
　

年
７
月　

日
に
発
生
し
た

１９

１６

新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
り
、

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
が
停

止
し
て
い
ま
す
。

　

平
年
並
み
の
気
温
の
場
合
、

電
力
の
供
給
量
は
確
保
で
き
る

見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
す
が
、

火
力
発
電
プ
ラ
ン
ト
が
フ
ル
稼

働
と
な
る
う
え
、
気
候
次
第
で

は
予
想
を
超
え
た
需
要
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
夏
も
、ぜ
ひ
省
エ
ネ
・

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

出
前
や
就
寝
時
の
早
め
の
運
転

停
止
も
省
エ
ネ
に
効
果
的
で
す
。

　

冷
房
の
温
度
は　

度
に
設
定

２８

し
ま
し
ょ
う
。
外
気
温
度
が　
３１

度
の
場
合
、
冷
房
を　

度
か
ら

２７

　

度
に
設
定
す
る
と
、
電
気
代

２８を
夏
季
で
約
６
７
０
円
節
約
で

き
ま
す
。

力
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

車
を
発
進
す
る
時
に
、
５
秒

間
で　
　

／
ｈ
程
度
に
達
す
る

２０
km

加
速
に
抑
え
る
こ
と
で
、
年
間

約
１
万
２
千　

円
の
節
約
が
で

３０

き
ま
す
。

　

家
族
は
一
部
屋
で
だ
ん
ら
ん

し
、
人
の
い
な
い
部
屋
の
照
明

　

白
熱
電
球
を
交
換
す
る
際
に

は
、
効
率
の
良
い
電
球
型
蛍
光

灯
に
取
り
換
え
て
省
エ
ネ
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

間
隔
を
空
け
ず
に
入
浴
し
、

４
・
５
度
低
下
し
た
湯
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
を
追
い
炊
き
し
な
か

っ
た
場
合
、
ガ
ス
代
を
年
間
約

５
千
７
３
０
円
節
約
で
き
ま
す
。

冷
房
冷
房
をを
使使
うう
前
・
後

前
・
後
にに

工
夫
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

を
し
ま
し
ょ
う

　

窓
を
開
け
て
、
自
然
の
風
を

取
り
入
れ
た
り
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
よ
し
ず
な

ど
で
窓
か
ら
の
日
差
し
を
さ
え

ぎ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
外

　

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
か
、
ス

イ
ッ
チ
付
き
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど

を
利
用
し
て
、
待
機
時
消
費
電

こまめに�

OFF
オフ�

は
消
し
ま
し
ょ
う
。

「「
ココ
ン
セ
ン
ト

ン
セ
ン
ト
抜抜
きき
」」

をを
忘忘
れ
ず
に

れ
ず
に

冷
房
冷
房
のの
設
定
温
度

設
定
温
度

車
を
発
進
す
る
時
は

車
を
発
進
す
る
時
は

ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
を

ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
を

実
行
し
ま
し
ょ
う

実
行
し
ま
し
ょ
う

人
の
い
な
い
部
屋
は

人
の
い
な
い
部
屋
は

照
明
を
消
し
ま
し
ょ
う

照
明
を
消
し
ま
し
ょ
う

白
熱
電
球

白
熱
電
球
はは

電
球
型
蛍
光
灯

　

電
球
型
蛍
光
灯
にに

換換
え
ま
し
ょ
う

え
ま
し
ょ
う

入
浴
入
浴
はは間

隔
間
隔
をを
空空
け
ず
に

け
ず
に

余
熱
余
熱
をを利

用
利
用
し
ま
し
ょ
う

し
ま
し
ょ
う

購購入費の一部を入費の一部を
助成します助成します

生生ごごみみ処処理理容容器器

▲
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

の
自
家
処
理
を
促
進
す
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
生

ご
み
処
理
容
器
を
利
用
し
て
、

生
ご
み
を
減
ら
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
容

器
・
助
成
額
・
取
扱
店



２０・８・１ 代表電話は３７８－２１１１　（４）

　

市
で
は
、
教
育
（
入
学
金
、

授
業
料
な
ど
）・
出
産
（
分
娩
、

入
院
費
用
な
ど
）
・
住
宅
〔
増

改
築
な
ど
（
耐
震
補
強
・
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
工
事
を
含
む
）
〕

資
金
の
調
達
を
予
定
す
る
方
に
、

取
扱
金
融
機
関
へ
の
融
資
あ
っ

せ
ん
と
金
利
の
補
助
を
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
市
内
に
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る　

歳
以
上
で
、

２０

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方　

②　

年
の
世
帯
合
計
所
得
（
給

１９
与
収
入
の
み
の
世
帯
の
場
合
、

控
除
後
の
所
得
）
が　

万
円
以

６００

内
の
方　

③
安
定
し
、
継
続
し

た
収
入
の
あ
る
方　

④
勤
続
年

数
ま
た
は
営
業
年
数
が
１
年
以

上
で
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る

方　

⑤
信
用
保
証
機
関
の
保
証

が
得
ら
れ
る
方

▽
融
資
限
度
額（
返
済
期
間
）　

教
育
資
金
＝　

万
円
（
５
年
以

１００

内
）、
出
産
資
金
＝　

万
円（
３

５０

年
以
内
）
、
住
宅
資
金
＝　

万
３００

円（
５
年
以
内
）

▽
融
資
利
率　

本
人
負
担
＝
１
・

　

％
、
市
補
助
＝
１
・　

％

１８８

８１２

▽
申
請
書
類　

申
請
書
（
経
済

課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
、
最

新
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定

申
告
書
の
写
し
な
ど
収
入
を
証

明
す
る
書
類
、住
民
票（
謄
本
）、

印
鑑
証
明
書
、
資
金
の
使
い
道

が
確
認
で
き
る
書
類
（
事
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

※
申
請
か
ら
融
資
実
行
ま
で
１

カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

※
あ
っ
せ
ん
先
金
融
機
関
の
審

査
に
よ
り
、
融
資
金
額
が
希
望

額
に
達
し
な
い
、
ま
た
は
融
資

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
こ
の
住
宅
資
金
融
資
と
住
宅

ロ
ー
ン
の
併
用
は
、
で
き
ま
せ

ん
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済

課
消
費
生
活
係

　

皆
さ
ん
の
職
場
に
は
、
う
つ

病
な
ど
で
休
ん
で
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
。
精
神
的
な
病
で
仕

事
を
休
む
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

は
、
会
社
の
経
営
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
う
つ
病
の
特
徴
や
対

処
法
、
職
場
復
帰
の
た
め
の
相

談
機
関
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
の
で
、
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
期
日　

８
月
８
日（
金
）

▽
時
間　

３
時
〜
５
時

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

中
原　

さ
と
み
氏（
桜

ヶ
丘
記
念
病
院
）

▽
申
し
込
み
方
法　

申
込
書（
障

害
福
祉
課
で
配
布
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
主
催　

稲
城
市
障
害
者
就
労

支
援
連
絡
会
（
稲
城
市
障
害
福

祉
課
を
中
心
に
市
内
の
障
害
者

作
業
施
設
か
ら
な
る
連
絡
会
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

市
で
は
障
害
の
あ
る
方
に
運

転
免
許
取
得
費
、
自
動
車
改
造

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
運
転
免
許
取
得
費

　

第
一
種
普
通
自
動
車
免
許
取

得
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
手

足
の
障
害
や
聴
覚
障
害
に
対
応

し
た
教
習
を
行
っ
て
い
る
教
習

所
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
１

〜
３
級
（
内
部
障
害
の
場
合
は

４
級
、
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害

で
歩
行
困
難
な
場
合
は
４
級
・

５
級
）
ま
た
は
愛
の
手
帳
１
〜

４
度
の
障
害
の
あ
る
方

▽
助
成
限
度
額　

市
町
村
民
税

が　

万
５
千
円
〜　

万
円
未
満

２３

４６

の
方
＝　

万
３
千　

円
、
市
町

１２

６００

村
民
税
が
１
円
〜　

万
５
千
円

２３

未
満
の
方
＝　

万
４
千　

円
、

１４

２００

生
活
保
護
受
給
及
び
市
町
村
民

税
非
課
税
の
方
＝　

万
４
千　

１６

８００

円
 
自
動
車
改
造
費

　

手
足
が
不
自
由
で
も
運
転
が

で
き
る
よ
う
に
自
動
車
の
ハ
ン

ド
ル
や
ア
ク
セ
ル
な
ど
を
改
造

す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の

上
肢
・
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害

が
１
級
・
２
級
の
方
で
、
自
ら

が
所
有
し
、
運
転
す
る
自
動
車

▽
助
成
限
度
額　

操
向
装
置
及

び
駆
動
装
置
の
改
造
に
要
す
る

総
額
で　

万
３
千　

円
以
内（
所

１３

９００

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係　

5　

・
５
６
７

３７８

７
、sh

ou
g
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k
u
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i@
city
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市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
、

２０

下
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
に
、
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

※
所
得
制
限
額
を
超
え
る
方
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、　
６５

歳
以
上
で
該
当
す
る
障
害
を
負

っ
た
方
を
除
く
。

　

現
在
手
当
を
受
給
中
の
方
で

市
外
へ
転
出
し
た
、死
亡
し
た
、

施
設
に
入
所
し
た
な
ど
、
受
給

要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
方

は
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合

は
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

　

８
月
か
ら
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
の
審
査
に
適
用
す
る
所
得

が　

年
分
の
所
得
に
切
り
替
わ

１９
り
ま
す
。
今
ま
で
所
得
が
多
く

手
当
が
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

で
、
所
得
が
減
っ
た
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
方
に
は
支
給
で

６５
き
ま
せ
ん
（　

歳
以
下
で
障
害

６４

を
お
持
ち
に
な
っ
た
方
で
、
今

ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
申
請
で

き
な
か
っ
た
方
は　

歳
以
上
で

６５

も
支
給
で
き
ま
す
）
。

※
現
在
受
給
中
の
方
は
、
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

　

東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
で
定
め
ら
れ
た
種
類
及
び

規
模
の
施
設
な
ど
を
新
設
ま
た

は
改
修
し
よ
う
と
す
る
方
は
、

工
事
に
着
手
す
る
前
に
届
け
出

が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
皆
さ
ん

の
年
金
加
入
記
録
を
も
と
に
受

給
資
格
の
確
認
を
行
い
、
老
齢

年
金
の
裁
定
請
求
書
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。

　

年
金
の
請
求
は
誕
生
日
の
前

日
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
裁
定

請
求
書
と
同
時
に
郵
送
さ
れ
る

「
年
金
を
請
求
さ
れ
る
皆
様
へ
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
書
類

を
用
意
し
て
、
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
郵
送
時
期　

①　

歳
で
受
給

６０

権
が
発
生
す
る
方
（
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
、

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が　

カ
１２

月
以
上
あ
る
方
）
＝　

歳
に
達

６０

す
る
３
カ
月
前　

②　

歳
で
受

６５

給
権
が
発
生
す
る
方
及
び　

歳
６０

か
ら　

歳
の
方
で
受
給
権
が
発

６４

生
し
て
い
る
が
、
未
請
求
の
方

＝　

歳
に
達
す
る
３
カ
月
前

６５
▽
提
出
場
所　

第
一
号
被
保
険

者
期
間
の
み
の
方
＝
市
役
所
保

険
年
金
課
年
金
係
、
そ
の
他
厚

生
年
金
期
間
や
第
三
号
被
保
険

者
期
間
な
ど
が
あ
る
方
＝
社
会

保
険
事
務
所

▽
問
い
合
わ
せ　

社
会
保
険
庁

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」　

1

０
５
７
０
・　

・
１
１
６
５
、

０５

府
中
社
会
保
険
事
務
所　

1　

・
３６１

１
０
１
１
、
市
役
所
保
険
年
金

課
年
金
係

　

現
在
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
対

象
と
し
た
児
童
扶
養
手
当
、
障

害
児
養
育
家
庭
を
対
象
と
し
た

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
は
、
８
月
以
降

の
受
給
資
格
確
認
の
た
め
、
現

況
届
を
対
象
者
本
人
が
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
案
内
が
届
い
て
な

い
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
方
は

今
後
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

▽
提
出
期
限　

８
月　

日
２９

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

子
育

て
支
援
課
児
童
係

　

保
険
料
の
徴
収
方
法

に
つ
い
て
、
次
の
ど
ち

ら
か
の
場
合
は
、
「
年

金
天
引
き
」
か
ら
「
口

座
振
替
」
に
変
更
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
制
度
加
入
前
の
２
年

間
、
国
民
健
康
保
険
ま

た
は
国
民
健
康
保
険
組

合
の
保
険
税（
料
）を
滞
り

な
く
確
実
に
納
付
し
て
い

た
本
人

②
連
帯
納
付
義
務
者
と
な

る
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者

が
い
る
年
金
収
入
１
８
０

万
円
未
満
の
方
で
、
連
帯

納
付
義
務
者
の
口
座
か
ら

振
り
替
え
が
で
き
る
方

※　

月
の
年
金
天
引
き
分

１０
か
ら
変
更
す
る
場
合
は
、

８
月　

日
ま
で
に
手
続
き

１４

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
方
法
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
料
控
除
は
、

年
金
天
引
き
の
場
合
は
本

人
に
、
口
座
振
替
の
場
合

は
支
払
っ
た
方
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

の
方
で
、
世
帯
全
員
が
住

民
税
非
課
税
の
方
は
、
入

院
時
の
一
部
負
担
金
や
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

市
役
所
に
申
請
し
、
交

付
さ
れ
た
認
定
証
を
医
療

機
関
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
減
額
内
容　

下
表
の
と

お
り

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証　

②
印
鑑　

③
下

表
の
低
所
得
Ⅱ
に
該
当
す

る
方
で
、
申
請
前
の
過
去

後期高齢者後期高齢者
医療制度医療制度

（長寿医療制度）（長寿医療制度）
④④

事
前
に
送
付
し
て
い
ま
す

老
齢
年
金
の

裁
定
請
求
書

現
況
届
を

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

提
出
し
て
く
だ
さ
い

 

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
・・

特
別
児
童

　

特
別
児
童扶養

手
当

扶
養
手
当

年
度
が
切
り
替
え
に

年
度
が
切
り
替
え
に

な
り
ま
す

な
り
ま
す

 

心
身
障
害
者

心
身
障
害
者

福
祉
手
当

福
祉
手
当

心身障害者福祉手当
手当額
（月額）等級種別

１５,５００円１級・２級
身体障害者
手帳 １２,５００円３級

５,０００円４級
１５,５００円１～３度

愛の手帳
１２,５００円４度

１５,５００円脳性まひ・進行性筋 萎 縮
い

症の方

福
祉
の

福
祉
の

 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
条
例
条
例

に
基
づ
く

に
基
づ
く
届
け
出

届
け
出

ご活用ください

教教育・出産・育・出産・
住宅資金の住宅資金の
融資あっせ融資あっせんん

復
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

職職
場場
のの

メメ
ンン
タタ
ルル
ヘヘ
ルル
スス

とと
休休
職職
者者
のの

職職
場場
復復
帰帰

入院時の一部負担金限度額と食事代の減額

食事代
（１食当たり）

一部負担金
限度額
（月額）

所得区分

２６０円４４，４００円一般の方

２１０円
過去１年の入
院日数が９０日
以下の方

２４，６００円世帯全員が住民税非課税
低
所
得
Ⅱ １６０円

過去１年の入
院日数が９１日
以上の方

１００円１５，０００円

世帯全員が住民税非課税
で、それぞれの住民税の
所得金額がすべて０円の
世帯（ただし、公的年金
の控除は８００，０００円とし
て計算）または住民税非
課税世帯に属する老齢福
祉年金受給者

低
所
得
Ⅰ

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か

 

障
害
者
の

障
害
者
の

運
転
免
許
取
得
費

　

運
転
免
許
取
得
費
・・

自
動
車
改
造
費

自
動
車
改
造
費 

の
助
成

の
助
成

入
院
時
の
一
部
負
担
金

入
院
時
の
一
部
負
担
金

限
度
額
と

限
度
額
と　
　

食
事
代
の
減
額

食
事
代
の
減
額

　

カ
月
の
入
院
期
間
が　

１２

９１

日
を
超
え
る
方
は
、
医
療

機
関
の
領
収
書
な
ど
入
院

日
数
が
分
か
る
も
の
（
写

し
で
も
可
）

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険

年
金
課
後
期
高
齢
者
医

療
係

保
険
料
の
支
払
方
法

保
険
料
の
支
払
方
法

特
別
徴
収

 

特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き

（
年
金
天
引
き
））

の
変
更

の
変
更

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か

 

心
身
障
害
者

心
身
障
害
者

福
祉
手
当

福
祉
手
当



２０・８・１（５）　代表電話は３７８－２１１１

�

わ
が
ま
ち
稲
城
の

消
防
団

　

７
月　

日（
日
）に
実
施
さ

２０

れ
た
消
防
操
法
審
査
会
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
順
位
が
決

定
し
ま
し
た
。

○
第
一
位

　

第
一
分
団（
矢
野
口
地
区
）

○
第
二
位

　

第
五
分
団
（
坂
浜
・
若
葉
台

地
区
）

○
第
三
位

　

第
六
分
団（
平
尾
地
区
）

　

出
場
さ
れ
た
各
分
団
と
も
日

頃
の
訓
練
成
果
を
十
分
に
発
揮

さ
れ
、
そ
の
差
は
わ
ず
か
で

あ
り
ま
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防

署
総
務
課
庶
務
係　

1　

・
３７７

７
１
１
９

第　

回
稲
城
市
消
防
団

２５

 
消
防
操
法
審
査
会

実
施
結
果

第
４
弾

　

暑
い
所
で
長
時
間
動
き
ま
わ

っ
た
り
、
直
射
日
光
に
当
た
っ

た
り
す
る
と
起
こ
る
熱
中
症
は
、

体
の
だ
る
さ
や
頭
痛
、吐
き
気
、

め
ま
い
な
ど
の
症
状
の
ほ
か
、

ひ
ど
く
な
る
と
意
識
障
害
や
け

い
れ
ん
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。

　

夏
の
時
期
、
特
に
湿
度
が
高

い
日
な
ど
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し

ょ
う
。
湿
度
が
高
く
暑
い
日
は

屋
内
で
も
発
症
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
特
に
高
齢
の
方
な
ど

は
屋
内
の
換
気
を
行
い
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
午
後
３
時
ご
ろ
ま

で
は
、
外
出
を
控
え
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
ま
た
、
地
表
面
は

体
感
温
度
よ
り
も
高
温
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

の
中
の
乳
幼
児
に
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
次
の
よ
う
に
処
置
し
て
く

だ
さ
い
。

意
識
が
あ
り
、体
温
が
あ
ま
り

上
昇
し
て
い
な
い
場
合

〇
患
者
を
涼
し
い
場
所
に
移
動

し
、
体
を
横
に
し
て
衣
服
を
緩

め
る
。

〇
患
者
に
水
ま
た
は
塩
分
の
入

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど

を
飲
ま
せ
る
。

〇
む
や
み
に
冷
や
さ
ず
、
患
者

が
快
適
と
感
じ
る
涼
し
さ
に
し

て
休
ま
せ
る
。

意
識
が
な
く
、

体
温
が
非
常
に
高
い
場
合

〇
直
ち
に
救
急
車
を
呼
び
、
患

者
の
全
身
に
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

な
が
ら
、
衣
類
や
扇
風
機
な
ど

で
風
を
当
て
て
冷
や
す
。

〇
患
者
の
体
温
を
こ
ま
め
に
チ

ェ
ッ
ク
し
、
体
を
冷
や
し
す
ぎ

な
い
よ
う
に
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

警
防
課
救
急
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

　

夏
の
風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
、

花
火
を
楽
し
む
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
花
火
は
年
々
技
術
が
向

上
し
、
多
種
多
様
の
炎
の
色
や

吹
き
出
し
方
が
あ
り
ま
す
。
取

り
扱
い
方
法
に
よ
っ
て
は
、
大

き
な
事
故
や
火
災
に
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

決
め
ら
れ
た
約
束
は
必
ず
守

り
、次
の
事
に
注
意
し
な
が
ら
、

正
し
く
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

 

花
火
で
の
事
故
を
防
ぐ　

の
ポ
イ
ン
ト

１０

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

を
よ
く
読
ん
で
、
注
意
事
項
を

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で

行
っ
た
り
す
る
の
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

③
風
が
強
い
時
の
花
火
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

④
花
火
の
そ
ば
に
は
、
必
ず
水

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
、
バ

ケ
ツ
の
水
に
つ
け
て
、
残
り
火

を
完
全
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
、
大

人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

⑦
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に

火
を
付
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

⑧
正
し
い
位
置
に
、
正
し
い
方

法
で
点
火
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど

の
筒
も
の
花
火
は
、
途
中
で
火

が
消
え
て
も
絶
対
に
の
ぞ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑩
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

予
防
課
予
防
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

　

７
月
５
日
、向
陽
台
地
区
で
、

鍋
を
コ
ン
ロ
に
か
け
、
火
を
消

し
忘
れ
て
外
出
し
た
た
め
、
鍋

が
焦
げ
、
煙
が
部
屋
中
に
充
満

す
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
幸
い
煙
に
気
付
い
た
方

が
１
１
９
番
通
報
し
た
た
め
、

大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
５
月
に
は
、
揚
げ
物
中
に

そ
の
場
を
離
れ
出
火
し
た
事
例

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
火
災
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
調
理
中
、
そ
の
場
を
離
れ
な

い
、
離
れ
る
時
は
必
ず
火
を
消

す
。

②
温
度
が
上
昇
し
た
時
に
火
が

消
え
る
過
熱
防
止
機
能
付
き
の

コ
ン
ロ
を
使
う
。

③
外
出
や
就
寝
前
に
は
、
も
う

一
度
火
の
元
を
点
検
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

予
防
課
予
防
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

死
者
の
約
８
割
が
、
家
屋
な
ど

の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で
し
た
。

家
族
や
従
業
員
な
ど
の
命
を
守

る
た
め
に
は
、
住
宅
や
事
業
所

の
耐
震
補
強
を
行
い
、
地
震
に

強
い
建
築
物
に
し
て
お
く
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
す
。
特
に
、

昭
和　

年
５
月
以
前
の
建
築
物

５６

は
耐
震
性
が
低
く
、
倒
壊
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
対
し
て

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

警
防
課
防
災
係

　

近
年
発
生
し
た
大
き
な
地
震

で
、
け
が
を
し
た
方
の
原
因
を

分
析
す
る
と
、家
具
類
の
転
倒
・

落
下
に
よ
る
も
の
が
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
。
家
具
が

転
倒
す
る
と
、
家
具
類
に
つ
ま

ず
い
た
り
、
割
れ
た
食
器
や
ガ

ラ
ス
で
け
が
を
し
た
り
す
る
な

ど
の
二
次
的
被
害
も
引
き
起
こ

し
ま
す
。
家
具
の
転
倒
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
対
策
で
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
備
え
、

日
頃
か
ら
家
具
類
の
固
定
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

警
防
課
防
災
係

　

携
帯
電
話
の
使
い
方
を
学
ん

だ
り
、
お
に
ぎ
り
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
作
っ
て
食
べ
物
に
つ

い
て
学
習
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
期
日　

８
月　

日（
木
）

２８

▽
時
間　
　

時
〜
２
時

１０

▽
会
場　

消
費
者
ル
ー
ム

▽
対
象　

小
学
生
と
希
望
す
る

保
護
者

▽
内
容（
時
間
割
）・
講
師

○
１
時
間
目
＝
ケ
ー
タ
イ
と
な

か
よ
く
な
ろ
う
・
森
山　

祥
子

氏
（
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協

会
）

○
２
時
間
目
＝
実
演
！
う
ち
ん

ち
の
お
に
ぎ
り
は
こ
れ
！
（
お

に
ぎ
り
を
中
心
に
野
菜
や
卵
で

ワ
ン
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
作
り
。

デ
ザ
ー
ト
に
稲
城
産
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
で
ア
イ
ス
の
手
作
り
・

「
ふ
た
こ
ぶ
ら
く
だ
」
会
員

○
３
時
間
目
＝
お
米
に
関
す
る

豆
知
識
と
食
べ
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
・
「
ふ
た
こ
ぶ
ら
く

だ
」
会
員

▽
定
員　
　

人
１５

▽
費
用　
　

円
（
材
料
費
、
保

５００

険
代
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

 
巾 
・
ハ
ン
カ
チ

き
ん▽

主
催　

消
費
者
団
体
「
ふ
た

こ
ぶ
ら
く
だ
」

▽
申
し
込
み
方
法　

消
費
者
ル

ー
ム
（　

時
〜
正
午
・
１
時
〜

１０

５
時
）
に
電
話
（
1　

・
７
５

３７０

１
０
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
期
限　

８
月　

日
２２

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費

生
活
係

▲操法審査会の様子

予
防
方
法

予
防
方
法

応
急
処
置

応
急
処
置

花
火
遊
び
は

迷
惑
に
な
ら
な
い

場
所
と
時
間
と
後
始
末

ルル
ーー
ルル
をを
守守
っっ
てて

楽楽
しし
いい
花花
火火
!!!!

コ
ン
ロ
の

コ
ン
ロ
の

消
し
忘
れ
に
よ
り

消
し
忘
れ
に
よ
り

発
生
す
る
火
災
！

発
生
す
る
火
災
！

住住
宅宅
やや
事事
業業
所所
のの

耐耐
震震
補補
強強

家家
具具
のの

転転
倒倒
防防
止止
対対
策策

消
費
者
講
座

夏
休
み
子
ど
も
講
座

至稲城長沼駅�

至
稲
城
大
橋

至
稲
城
大
橋�

至稲城長沼駅�

洗車場�

自動車�
販売店�

Ｐ�

リサイクル店�

市
役
所
通
り�

至
稲
城
大
橋�至矢野口駅�

JR南武線�

川崎街道�

アンテナショップ�
ほのか稲城店�

姉妹都市姉妹都市
大空町アンテナショップ大空町アンテナショップ

オープン！オープン！
　姉妹都市・北海道大空町のＰＲと交流
をより一層深めるため、町内の野菜や畜
産加工品、オホーツクの海産物などの特
産品をお手頃な価格で販売する「大空町
アンテナショップほのか稲城店」（直営）
がオープンします。
　オープン初日から３日間は、来店した
方に大空町の特産品をプレゼントします。
ぜひお越しください。

▽開店日時　８月８日（金）９時

▽会場　稲城市東長沼１３６２（川崎街道沿い）

▽営業日時　水～日曜日・９時～５時
▽問い合わせ　経済課商工係

※城山文化センター横の「ほのか」の営業日は
水・木・金曜日

熱
中
熱
中
症症

（（
日
射
病
や
熱
射

日
射
病
や
熱
射
病
な
ど
）

病
な
ど
）

に
ご
用
心

に
ご
用
心

２店舗目

▲案内図

▲市内一斉防犯パトロール � （７月１６日）
　市内５カ所の会場に１,１３０人の市民が
参加し、出陣式後、各地域をパトロール
しました（写真は矢野口駅前）。

▲体験型交通安全教室 ���（７月１７日）
　稲城第六中学校の生徒を対象にプロの
スタントマンによる交通事故の再現や警
視庁による安全な自転車の利用などの指
導が行われました。

▲市民プールオープン（大丸）
　利用期間は、８月３０日（土）まで。

▲稲城市民憲章推進の日 �� （７月２４日）
（主催　稲城市民憲章推進協議会）

　よみうりランドを一日無料開放。子供
や家族連れなど５５０人の市民が来場し、
イベントを楽しみました（写真は東京ヴ
ェルディの高木ヘッドコーチが参加した
抽選会）。



２０・８・１ 代表電話は３７８－２１１１　（６）

傍
聴
で
き
ま
す

 
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

少
な
い
油
で
お
い
し
い
料
理 

 
ダ
イ
エ
ッ
ト
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト 

入居者募集入居者募集

都 営 住 宅都 営 住 宅

（
金
）　

時
か
ら
町
田
市
コ
ー
ル

１０

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
（
1　

・　

・

０４２

７２４

５
６
５
６
）
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

▽
主
催　

多
摩
西
人
権
啓
発
活

動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

▽
問
い
合
わ
せ　

町
田
市
役
所

広
報
広
聴
課
広
聴
係
（
市
民
相

談
室
）　

1　

・　

・
２
１
０

０４２

７２４

２

▽
期
日　

９
月　

日（
水
）

１０

▽
時
間　

１
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

都
庁
会
議
室

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

１５

さ
し
い「
ダ
イ
エ
ッ
ト
レ
シ
ピ
」

を
作
成
し
、
油
を
下
水
道
に
流

さ
な
い
こ
と
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
レ
シ
ピ
で
は
、
家
庭
で

よ
く
調
理
す
る
メ
ニ
ュ
ー
の
中

か
ら
、
油
の
使
用
量
を
少
な
く

で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
、
カ
ロ

リ
ー
も
抑
え
る
こ
と
が
出
来
る

料
理
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
新
た
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
レ
シ

ピ
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

９
月　

日（
日
）

２１

ま
で

▽
応
募
方
法　

郵
送
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.

d
iet

‐recip
e08.com

）
か
ら

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

東
京

都
下
水
道
局
ダ
イ
エ
ッ
ト
レ
シ

ピ
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局　

〒　

・
１０２

　

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
郵
便

８７８７局
留　

1　

・
５
２
１
３
・
３

０３

８
２
５

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

▽
相
談
日　

毎
月
第
１
・
第
３

水
曜
日
、
第
４
土
曜
日

▽
時
間　
　

時
〜
４
時

１０

※
相
談
時
間
は
一
人　

分
間

５０

▽
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

▽
費
用　

無
料　

▽
予
約
方
法　

相
談
日
前
日
ま

で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

協
働

推
進
課
女
性
青
少
年
係

▽
区
分

①
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る
募
集

（
ひ
と
り
親
・
高
齢
者
・
心
身

障
害
者
・
多
子
・
車
い
す
使
用

世
帯
な
ど
の
家
族
向
け
の
み
）

※
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
広

さ
、
家
賃
や
設
備
な
ど
か
ら
住

宅
困
窮
度
を
判
定
し
、
抽
選
に

よ
ら
ず
、
住
宅
困
窮
度
の
高
い

方
か
ら
順
に
、
入
居
資
格
審
査

の
対
象
者
と
し
て
登
録
さ
れ
る

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ

Ｓ
）
で
は
、
市
内
で
働
く
勤
労

者
な
ど
の
福
利
厚
生
事
業
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
会
員
に
な
っ

て
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

①
市
内
・
市
外
の
中

小
企
業
に
勤
務
す
る
勤
労
者（
パ

ー
ト
の
方
含
む
）
及
び
事
業
主

②
個
人
事
業
主
（
単
独
で
の
仕

事
）
、
ア
パ
ー
ト
・
駐
車
場
な

ど
の
経
営
者

▽
内
容　

各
種
祝
金
・
見
舞
金
・

弔
慰
金
な
ど
の
支
給
、遊
園
地
・

観
劇
な
ど
の
割
引
利
用
、
各
種

バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
、
リ
ゾ
ー

ト
施
設
の
会
員
価
格
で
の
利
用
、

宿
泊
補
助
金
の
支
給
、
グ
ル
メ

カ
ー
ド
の
あ
っ
せ
ん
、
人
間
ド

ッ
ク
助
成
金
な
ど

▽
費
用　

入
会
金
＝　

円
、
会

５００

費
＝
月
額　

円
７００

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３７８

２
２
０
０
、h

ttp
:/
/
w
w
w
.

in
ag
i

‐ics.com

▽
諮
問
案
件　

①
多
摩
都
市
計

画
地
区
計
画
向
陽
台
中
央
地
区

地
区
計
画
の
決
定　

②
多
摩
都

市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
（
向

陽
台
中
央
地
区
周
辺
）　

③
多

摩
都
市
計
画
高
度
地
区
の
変
更

（
向
陽
台
中
央
地
区
周
辺
）　

④

募
集
で
す
（
申
込
者
全
員
が
登

録
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。

②
単
身
者
向
・
単
身
者
用
車
い

す
使
用
者
向
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

③
事
業
再
建
者
向
定
期
使
用
住

宅▽
申
込
用
紙
配
布
期
間　

８
月

４
日（
月
）〜　

日（
水
）

１３

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

▽
配
布
場
所　

市
民
課
、平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン

タ
ー
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

募
集
セ
ン
タ
ー
各
窓
口
ほ
か

※
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
土
・
日

曜
日
も
配
布
し
ま
す
（
数
量
限

定
）
。

※
申
込
用
紙
配
布
期
間
中
の
み
、

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w
w
.to

‐k
ou
sy
a.or.jp

/
）

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
先
は
、
申
込
用
紙
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

多
摩
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び

準
防
火
地
域
の
変
更
（
向
陽
台

中
央
地
区
周
辺
）

▽
期
日　

８
月
７
日（
木
）

▽
時
間　

２
時
〜

▽
会
場　

市
役
所
４
階
全
員
協

議
会
室

▽
定
員　
　

人
１０

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た

は
は
が
き
（
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
）
で
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

８
月
５
日
消
印

有
効

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
都
市
計
画

係

▽
対
象　

こ
れ
か
ら
働
く
女
性

▽
期
日　

８
月
５
日（
火
）〜
７

日（
木
）（
全
３
回
）

▽
時
間　

９
時　

分
〜
正
午

３０

▽
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
と
共
に
、
最
終
日

に
は
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
の
技

術
の
習
得
も
目
指
し
ま
す
。

▽
定
員　
　

人（
予
約
制
）

１５

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳
の
方

３０

５４

▽
期
日　

８
月　

日（
水
）

１３

▽
時
間　

１
時
〜
５
時

▽
定
員　
　

人（
予
約
制
）

５０

▽
対
象　
　

歳
以
下
の
方

３４

▽
期
日　

８
月　

日（
水
）・　

２７

２８

日（
木
）

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可

▽
時
間　

１
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

分▽
内
容　

１
日
目
＝
自
己
分
析

か
ら
応
募
書
類
の
作
成
の
ポ
イ

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方

５５

▽
期
日　

８
月　

日（
水
）

２０

▽
時
間　

１
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

分▽
定
員　
　

人（
予
約
制
）

５０

◆
共
通
事
項

▽
会
場
・
問
い
合
わ
せ　

東
京

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩　

1　

・
３２９

４
５
２
４

▽
期
日　
　

月
４
日（
土
）

１０

▽
時
間　

１
時
〜
４
時（
予
定
）

※　

時　

分
開
場

１２

３０

▽
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル（
町

田
市
森
野
２
の
２
の　

）
３６

▽
内
容　

講
演
＝
「
江
戸
の
し

あ
わ
せ
」
講
師　

田
中　

優
子

氏（
法
政
大
学
教
授
）、
合
唱
＝

町
田
市
立
鶴
川
第
二
中
学
校
、

農
場
太
鼓
＝
玉
川
大
学
農
学
部

※
一
時
保
育
（　

カ
月
〜
就
学

１２

前
）
・
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

有
り

▽
定
員　
　

席
（
車
い
す
席
含

８５３

む
）

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

８
月
１
日

　

下
水
道
に
油
を
含
ん
だ
水
を

流
す
と
下
水
管
の
詰
ま
り
や
悪

臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
東
京

都
下
水
道
局
で
は
、
少
な
い
油

で
か
ら
だ
に
も
下
水
道
に
も
や

▽
対
象　
　

歳
以
下
の
方

３４

▽
期
日　

８
月　

日（
水
）〜　

２７

２９

日（
金
）（
全
３
回
）

▽
時
間　

午
後
５
時　

分
〜
７

４５

時　

分　
４５

▽
内
容　

就
職
活
動
の
テ
ク
ニ

カ
ル
ス
キ
ル
だ
け
に
と
ら
わ
れ

ず
、「
社
会
に
出
る
こ
と
」「
将

来
・
キ
ャ
リ
ア
」
に
つ
い
て
考

え
、
社
会
で
必
要
な
力
を
身
に

つ
け
ま
す
。

▽
定
員　
　

人
１５

（
予
約
制
）

ン
ト
、
２
日
目
＝
採
用
担
当
者

の
選
考
ポ
イ
ン
ト
や
面
接
で
の

マ
ナ
ー
な
ど

▽
定
員　

各　

人（
予
約
制
）

３０

　

稲
城
市
中
小
企
業
勤
労
者
福

　

夫
婦
の
問
題
や
家
族
の
こ
と
、

仕
事
の
こ
と
、
職
場
で
の
人
間

関
係
、
自
身
の
生
き
方
、
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
方
。
そ
の
悩
み
を
抱

え
込
ま
ず
に
専
門
の
相
談
員
に

打
ち
明
け
て
、
心
の
負
担
を
軽

く
し
ま
せ
ん
か
。

　

面
接
に
よ
る
相
談
が
困
難
な

方
は
電
話
相
談
も
で
き
ま
す
の

就
ゼ
ミ
〜

就
活
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は

内
定
に
近
づ
け
な
い
！

女
性
再
就
職
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム（
簡
易
版
）

就
活
セ
ミ
ナ
ー

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
＆
ア
ド
バ
ン
ス
」

１
日
で
学
べ
る

再
就
職
活
動
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

１
日
で
学
べ
る

再
就
職
活
動
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

　

年
度

２０
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

〜
東
京
会
場
〜 

 
航
空
学
生（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

▽
応
募
資
格　

高
校
卒
業
（
見

込
み
含
む
）
で　

歳
未
満
の
男

２１

女▽
試
験
日　

９
月　

日（
祝
）

２３

 
一
般
曹
候
補
生

▽
応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳

１８

２７

未
満
の
男
女

▽
試
験
日　

９
月　

日（
土
）

２０

 
二
等
陸
・
海
・
空
士

▽
応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳

１８

２７

未
満
の
男
女

▽
試
験
日　

男
子
＝
受
け
付
け

後
に
指
定
、
女
子
＝
９
月　

日
２８

（
日
）・　

日（
月
）　

２９

◆
共
通
事
項

▽
募
集
期
間　

８
月
１
日（
金
）

〜
９
月　

日（
水
）

１０

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛

自
衛
官
募
集

　

世
界
人
権
宣
言　

周
年
の
節

６０

目
の
年
に
、
広
く
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
・
高
揚
を
図
り
、
様

々
な
人
権
問
題
へ
の
理
解
・
関

心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
各
種
の
人
権
啓
発
事
業
を

組
み
合
わ
せ
た
人
権
啓
発
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日
・
時
間　

８
月　

日
２３

（
土
）・　

時
〜
５
時
、
８
月　

１０

２４

日（
日
）・　

時
〜
４
時

１０

▽
会
場　

東
京
都
庁
ほ
か

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

t

tp
s://can

p
an
.in
fo/in

d
ex
_

v
iew
.d
o

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
総
務

局
人
権
施
策
推
進
課　

1　

・
０３

５
３
８
８
・
２
５
８
８

隊
東
京
地
方
協
力
本
部
府
中
募

集
事
務
所　

1　

・
５
０
１
１
、

３６５

re
c
ru
it1
7

‐to
k
y
o
@
p
c
o
.

m
od
.g
o.jp

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き（
一
人
１
通
の
み
有
効
）に
住

所
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

８
月　

日
消
印

２１

有
効

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画

課（
〒　

・　

）　

1　

・
５
３

１６３

８００１

０３

８
８
・
３
２
２
５
、h

ttp
:/
/

w
w
w
.m
e
tro
.to
k
y
o
.jp
/

気気
軽
に
相
談

軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い

し
て
く
だ
さ
い

（
予
約
必
要
）

（
予
約
必
要
）

女女
性
の
性
の悩

み
相
談

悩
み
相
談

▽
応
募
期
限　

８
月　

日
必
着

１８

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民

窓
口
係
、
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
募
集
セ
ン
タ
ー
（
申
込
用
紙

配
布
期
間
中
の
み
。
土
・
日
曜

日
を
除
く
）　

1
０
５
７
０
・

０
１
０
８
１
０

た
。

 
開
催
を
中
止
し
た
公
聴
会

▽
期
日　

８
月
７
日（
木
）

▽
時
間　
　

時
〜

１０

▽
会
場　

調
布
市
文
化
会
館
た

づ
く
り
（
調
布
市
小
島
町
２
の

　

の
１
）

３３▽
対
象
都
市
計
画
区
域　

多
摩

都
市
計
画
区
域
（
多
摩
市
及
び

稲
城
市
）
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
都
市

整
備
局
都
市
計
画
課　

1　

・
０３

５
３
２
１
・
１
１
１
１

　

６
月
１
日
号「
広
報
い
な
ぎ
」

で
お
知
ら
せ
し
た
、
「
住
宅
市

街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
」
に

係
る
東
京
都
素
案
に
関
す
る
公

聴
会
は
、
公
述
申
し
出
が
な
か

っ
た
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し

中
止
し
ま
す

 
都
市
計
画
案
に
関
す
る
公
聴
会

　

年
度
多
摩
西
人
権
啓
発
活
動

２０地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
業

 
講
演
と
音
楽
の
集
い

就
職
活
動
を
応
援
し
ま
す

 
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩

８
月
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー 

傍
聴
で
き
ま
す

傍
聴
で
き
ま
す

都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
審
議
会

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

働
き
が
い
の

働
き
が
い
の

あ
る
生
活
を

あ
る
生
活
を

ＩＩ
ＣＣ
ＳＳ会会

員員
募募
集集



２０・８・１（７）　代表電話は３７８－２１１１

日（
火
）

▽
時
間　

１
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

６０

上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

※
就
職
・
転
職
希
望
者
を
除
く
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
期
日　

９
月　

日
〜　

月　

３０

１０

２８

入
会
説
明
会

開
催
し
ま
す

 
点
訳
講
習
会

都
立
立
川
ろ
う
学
校
公
開
講
座

 
中
級
手
話
Ｂ

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１　

３７８

▽
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後

３
カ
月
以
上
６
カ
月
未
満
の
お

子
さ
ん

※
生
後
３
カ
月
の
お
子
さ
ん
に

は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

▽
期
日　

８
月　

日（
木
）

２８

▽
受
付
時
間　

１
時　

分
〜
３

１５

時　

分
１５

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
自

費
と
な
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の

病
気
な
ど
に
よ
り
、
当
日
接
種

　

東
京
都
で
は
、
８
月
１
日
か

拡
大
さ
れ
ま
す

拡
大
さ
れ
ま
す

大
気
汚
染
医
療
費

大
気
汚
染
医
療
費

助
成
制
度

助
成
制
度

　

結
核
を
予
防
す
る
定
期
の
健

康
診
断
と
し
て
、
胸
部
エ
ッ
ク

て
の
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
費
用　

無
料

※
治
療
が
必
要
な
場
合
は
自
費

▽
申
し
込
み
方
法　

指
定
歯
科

医
療
機
関
に
予
約
し
、
市
か
ら

郵
送
し
た
お
知
ら
せ
を
持
参
し
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
知
ら
せ
は
、
誕
生
月
ご
と

に
順
次
発
送
予
定
で
す
（
４
月

〜　

月
生
ま
れ
＝
発
送
済
、　

１１

１２

月
・
１
月
生
ま
れ
＝
８
月
下
旬
、

２
月
・
３
月
生
ま
れ
＝
９
月
下

旬
）

▽
会
場
・
期
日　

①
第
三
文
化

セ
ン
タ
ー
・
８
月
５
日（
火
）　

②
城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
・
８
月

５
日（
火
）　

③
第
四
文
化
セ
ン

タ
ー
・
８
月
６
日（
水
）

▽
時
間　

９
時　

分
〜　

時　

３０

１０

３０

分　▽
内
容　

保
健
師
に
よ
る
相
談
、

血
圧
測
定
な
ど

２１年度　市職員募集

その他資格など年齢要件募集人員職　種区分

基本情報技術者、第二種情報処理技
術者の資格をお持ちの方は、申込書
に明記してください

昭和５４年４月２日～
昭和６２年４月１日
生まれの方

１５人程度
一般事務
Ⅰ類

Ａ

土木技術一般の職務に必要な知識を
有する方（学校などで専門科目を履
修していることなど）

昭和５４年４月２日～
昭和６２年４月１日
生まれの方

２人程度
土木技術
Ⅰ類

Ｂ

建築技術一般の職務に必要な知識を
有する方（学校などで専門科目を履
修していることなど）

昭和４４年４月２日～
昭和６２年４月１日
生まれの方

３人程度
建築技術
Ⅰ類

Ｃ

身長：男性１６０ｃｍ以上
　　　女性１５５ｃｍ以上
矯正視力：両眼で０．７以上

消防士として必要な体力がある健康
な方で日本国籍を有する方

昭和５４年４月２日～
昭和６２年４月１日
生まれの方

２人程度

消防士
Ⅰ類

Ｄ

昭和５６年４月２日～
平成元年４月１日
生まれの方

消防士
Ⅱ類

Ｅ

昭和５８年４月２日～
平成３年４月１日
生まれの方

消防士
Ⅲ類

Ｆ

※いずれの職種も学歴は問いません。
※区分Ａで上記資格を有する採用者は、情報処理関連部署に優先的に配属します。
※次の各号に該当する方は受験できません。
　（１）成年被後見人および被保佐人〔民法の一部を改正する法律（平成１１年法律第１４９号）附則第３条第

３項の規定により従前の例によることとされる準禁治産者を含む〕
　（２）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるま

での人
　（３）日本国憲法施行の日以降において、日本国憲法またはその下に設立した政府を暴力で破壊する

ことを主張する政党その他の団体を結成またはこれに加入した人

　

市
で
は　

年
４
月
以
降
に
採

２１

用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種
・
募
集
人
員
な
ど　

左

表
の
と
お
り

※
今
回
か
ら
建
築
技
術
Ⅰ
類
の

年
齢
要
件
を
拡
大
し
ま
し
た
。

▽
申
し
込
み
方
法

①
電
子
申
請
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス（h

tt

p
s://w

w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp

）

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
Ｉ
Ｔ
に
強
い
職
員
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
電

子
申
請
に
よ
る
申
し
込
み
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い（　

年
度
採
用

２０

者
は
１
人
を
除
き
電
子
申
請
）。

②
申
請
書
に
よ
る
申
し
込
み（
や

む
を
え
ず
電
子
申
請
が
で
き
な

い
場
合
）
＝
申
込
書
（
人
事
課

で
配
布
）
を
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※
８
月　

日
の
み
直
接
提
出
可

１５

▽
申
込
期
限　

８
月　

日
必
着

１５

※
電
子
申
請
の
場
合
は
、
８
月

　

日
午
後
５
時
ま
で
送
信
の
こ

１５と▽
一
次
試
験
日　

９
月　

日（
日
）

１４

▽
一
次
試
験
会
場　

駒
沢
女
子

大
学
・
短
期
大
学

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

人
事
課
人
事
給
与
係

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

日
の
毎
週
火
曜
日（
全
５
回
）

▽
時
間　

２
時
〜
４
時

▽
会
場　

都
立
立
川
ろ
う
学
校

（　

国
立
駅
か
ら
バ
ス
７
分
）

JR▽
対
象　

都
内
在
住
、
在
勤
の

方▽
内
容　

読
み
取
り
と
手
話
表

現▽
定
員　
　

人
２０

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、講
座
名
、

昼
間
の
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

８
月　

日
消
印

２９

有
効

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

立
川
ろ
う
学
校
公
開
講
座
係　

〒　

・　

立
川
市
栄
町
１
の　

１９０

０００３

１５

の
７
、
1　

・　

・
１
３
５
９
、

０４２

５２３

5　

・　

・
６
４
２
１

０４２

５２３

　

点
字
初
心
者
の
方
を
対
象
に

分
か
り
や
す
く
点
訳
に
つ
い
て

勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

▽
期
日　

９
月　

日
〜　

月　

１１

１１

１３

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
全　
１０

回
）

で
き
な
い
方
は
、
早
め
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

転
入
さ
れ
た
お
子
さ
ん
の

予
防
接
種

　

予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
稲

城
市
の
予
防
接
種
予
診
票
が
必

要
で
す
。
お
子
さ
ん
の
母
子
健

康
手
帳
で
予
防
接
種
歴
を
確
認

し
、
定
期
の
予
防
接
種
で
、
ま

だ
受
け
て
い
な
い
予
防
接
種
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

ら
気
管
支
ぜ
ん
息
の
対
象
年
齢

を
全
年
齢
に
拡
大
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
申
請
日
現
在
、
都

内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

を
有
す
る
方　

②
現
在
、
気
管

支
ぜ
ん
息
に
か
か
っ
て
い
る
方

③
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方　

④
申
請
日
以
降
喫
煙
し
な

い
方

▽
助
成
内
容　

医
療
券
の
有
効

期
間
内
に
気
管
支
ぜ
ん
息
の
治

療
に
要
し
た
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
適
用
後
の
自
己
負
担
分

※
検
査
費
用
及
び
申
請
に
か
か

る
諸
費
用
は
除
く
。

▽
申
請
書
の
配
布
・
受
付
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
助
成
開
始
日　

８
月
１
日

　

お
知
ら
せ
が
届
い
た
方
は
、

最
寄
り
の
指
定
歯
科
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
　

年
度
中
に　

歳
・

２０

４０

　

歳
・　

歳
・　

歳
に
な
る
方

５０

６０

７０

▽
内
容　

問
診
、
歯
周
組
織
検

査※
問
診
の
結
果
か
ら
、
歯
み
が

き
の
方
法
な
ど
の
特
に
改
善
を

必
要
と
す
る
日
常
生
活
に
つ
い

募集します

市市 職職 員員

登
録
者
募
集

市市
嘱
託
員

嘱
託
員

（（
保
育
士
、
学
童

保
育
士
、
学
童
・・

児
童
館
指
導
員

児
童
館
指
導
員
））

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

 

稲
城
市

稲
城
市

認
定
農
業
者

認
定
農
業
者

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

　

市
で
は
嘱
託
員
の
登
録
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
登
録

後
は
欠
員
な
ど
の
必
要
に
応
じ

て
、
面
接
な
ど
の
連
絡
を
し
ま

す
。

　

現
在
、
次
の
職
種
に
欠
員
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
職
種（
資
格
）　

①
保
育
士（
保

育
士
）　

②
学
童
・
児
童
館
指

導
員
（
保
育
士
、
教
員
、
児
童

厚
生
員
の
い
ず
れ
か
）

▽
勤
務
時
間　

原
則
週　

時
間

３５

▽
勤
務
場
所　

市
施
設

▽
報
酬　

月
額　

万　

円

１８

５００

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

ス
線
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間　
　

年
３
月　

日（
火
）

２１

３１

ま
で

▽
対
象　
　

年
度
に　

歳
以
上

２０

４０

に
な
る
方

▽
内
容　

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

市
内
の　
１８

の
内
科
系
医
療
機
関
に
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

全　

回
出
席
で
き
る
方

１０
▽
定
員　
　

人
程
度（
抽
選
）

１５

▽
費
用　
　

円（
テ
キ
ス
ト
代
、

９８０

点
字
用
紙
代
、
資
料
代
）

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

８
月　

日
２９

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
８
０

３７８

０

▽
期
日　

８
月
５
日（
火
）、　
１９

に
よ
る
認
定
農
業
者
を
募
集
し

ま
す
。
認
定
農
業
者
と
は
、
５

年
間
の
農
業
経
営
改
善
計
画
を

作
成
し
、
市
が
審
査
し
認
定
す

る
農
業
者
の
こ
と
で
す
。

▽
募
集
期
間　

９
月　

日（
金
）

１２

ま
で

▽
応
募
方
法　

申
請
書
（
経
済

課
で
配
布
）
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

経
済

課
農
政
係
、
東
京
南
農
業
協
同

組
合
稲
城
支
店
指
導
経
済
課　

1　

・
６
０
０
２

３７７

▽
対
象　

任
用
さ
れ
る
年
度
に

　

歳
と
な
る
方
ま
で

６５▽
任
用
期
間　

年
度
単
位

※
年
度
途
中
で
の
任
用
あ
り（
任

用
開
始
日
は
応
相
談
）

▽
登
録
期
間　

登
録
の
日
か
ら

約
１
年
間

※
再
度
希
望
す
る
場
合
は
、
改

め
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
方
法　

申
込
書
・
質
問

票
（
人
事
課
、
平
尾
・
若
葉
台

出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で

配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
）
を
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
・
問
い
合
わ
せ　

人
事

課
人
事
給
与
係

歳
以
上
の
胸
部

　

歳
以
上
の
胸
部

４０４０エ
ッ
ク
ス
線
検
査

エ
ッ
ク
ス
線
検
査

歯
周
疾
患
検
診
・

歯
周
疾
患
検
診
・

改
善
指
導

改
善
指
導

シルバー
人材

センター
申し込み・問い合わせ
1 ３７７・２２１２

予
防
接
種

予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

地
域
出
張
健
康
相
談

地
域
出
張
健
康
相
談



２０・８・１ 代表電話は３７８－２１１１　（８）

広報いなぎは再生紙を使用しています。�

生命保険に�
　関する相談から�

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
検
診

日
現
在　

歳
以
上
の
方

３５

※
原
則
１
年
に
一
回
の
受
診

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
期
日
・
時
間
・
会
場　

９
月

　

日（
土
）・
８
時
〜
正
午
・
保

２０健
セ
ン
タ
ー

▽
検
査
方
法　

胃
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査

▽
受
診
料　

１
千　

円
３３０

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が

１
割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
４４０

（
受
診
時
に
保
険
証
な
ど
の
提

示
が
必
要
で
す
）

※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
受
診
料

を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ

▽
実
施
医
療
機
関
・
定
員　

①

市
立
病
院
・　

人　

②
増
田
産

３００

婦
人
科
医
院
・　

人
１５０

▽
期
間　

９
月
１
日（
月
）〜　
１１

月　

日（
金
）

２８
▽
検
査
方
法　

子
宮
け
い
部
細

胞
検
査

▽
受
診
料　

２
千　

円
２２０

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が

１
割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
７４０

（
受
診
時
に
保
険
証
な
ど
の
提

示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
に
該
当

す
る
方　

①
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
方　

②
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人
な

ど
の
方　

④　

歳
以
上　

歳
未

２０

３０

満
の
方

※
事
前
に
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
る
の
で
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
、（h

ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）

直
接
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

　
　

年
３
月　

日
ま
で
、
内
科

２１

３１

母子健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金８／１

土２

＋休日急病診療所 桜井医院（押立）９時～５時  1３７８－３２２４日○３ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月４

３カ月～４カ月児健康診査（２０年４月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火５

１歳６カ月児健康診査（１９年１月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水６

３歳児健康診査（１７年７月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
労働相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課商工係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木７

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金８

心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター土９

＋休日急病診療所 高クリニック（平尾）９時～５時  1３３１－８２０１
休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係

日○１０ 

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月１１

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
交通事故相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
行政相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火１２

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水１３

法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
登記相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１４

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金１５

※経済課消費生活係の相談で（前日予約）のものは、前日の午前８時３０分から午後
５時まで予約を受け付けます（先着順）。１０日（日）の法律相談は、８日（金）に受け
付けます。1３７８－２２８６
※消費者相談は電話（1３７８－３７３８）でも相談できます。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
会
社
か
ら
更
新
の
お

知
ら
せ
が
き
て
い
る
が
、
金

額
が
か
な
り
高
く
な
り
そ
う

だ
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。（　

代
）

４０

○
あ
と
数
年
で
退
職
に
な
る

が
保
険
の
支
払
い
が
ま
だ
何

年
も
残
っ
て
い
る
。
収
入
が

な
い
の
に
こ
ん
な
に
払
え
な

い
。（　

代
後
半
）

５０

○
結
婚
し
た
の
で
生
命
保
険

消
費
者
相
談
室

1　

・

３
７
３
８

３７８

　
（
月
・
火
・
水
・
金
曜
日
）

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

特
別
価
格
の
市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
よ
う
！　

▽
問
い
合
わ
せ　
　

日
本
テ
レ
ビ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

多
田　

1　

・　

・
３
０
４
１

（株）

０４４

９４６

①
８
月
９
日（
土
）６
時
〜　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
／
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム　

②
８
月　

日（
水
）７
時
〜　

浦
和
レ
ッ
ズ
／
国
立
競
技
場　

※
国
立
競
技
場
の
試
合
は
、
市
民
シ
ー
ト
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

VS

２７

VS

に
加
入
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。（　

代
後
半
）

２０

○
子
供
が
生
ま
れ
、
妻
が
仕
事

を
辞
め
た
。
生
命
保
険
に
ど
の

く
ら
い
入
っ
て
い
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。（　

代
）

３０

　

生
命
保
険
加
入
の
き
っ
か
け

は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
に
合
わ
せ
て
加
入
や
見
直
し

を
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
に
気
を
付
け
て
欲
し
い
の

は
、
社
会
保
障
（
健
康
保
険
や

介
護
保
険
そ
し
て
遺
族
年
金
）

や
会
社
の
福
利
厚
生
の
内
容
確

認
で
す
。
こ
の
制
度
の
中
で
保

障
さ
れ
る
も
の
は
民
間
の
保
険

に
二
重
に
加
入
す
る
必
要
は
な

い
の
で
す
。

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
立
て
る
に

あ
た
っ
て
「
一
般
的
」
に
は
と

い
う
統
計
に
惑
わ
さ
れ
な
い
事

が
大
切
で
す
。
我
が
家
は
こ
う

し
た
い
、
こ
う
あ
り
た
い
と

い
う
自
分
な
り
の
価
値
観
で

選
択
す
る
こ
と
で
す
。
統
計

は
あ
く
ま
で
も
参
考
で
あ
っ

て
、
そ
の
保
障
額
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
で

は
な
い
の
で
す
。

　

保
険
は
長
期
の
買
い
物
で

あ
り
、
総
支
払
額
が
高
額
に

な
る
商
品
で
す
。
消
費
者
も

１
カ
月
分
の
保
険
料
の
安
さ

ば
か
り
に
目
を
や
り
、
保
障

内
容
の
確
認
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

疑
問
が
あ
っ
た
ら
消
費
者

相
談
室
や
業
界
団
体
窓
口
に

聞
い
て
、
納
得
し
た
う
え
で

契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
度
未
受
診
の
方

１９▽
実
施
会
場
・
期
間
・
定
員

①
市
立
病
院
・
９
月
１
日（
月
）

〜　

月　

日（
金
）・　

人　

②

１１

２８

３００

保
健
セ
ン
タ
ー（
検
診
車
）・　
１０

月
４
日（
土
）・　

人
６０

▽
検
査
方
法　

視
・
触
診
検
査
、

乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
査

▽
受
診
料　

２
千　

円
３６０

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が

１
割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
７８０

（
受
診
時
に
保
険
証
な
ど
の
提

示
が
必
要
で
す
）

※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
受
診
料

を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
受
診
料
の
免
除　

次
に
該
当

す
る
方　

①
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
方　

②
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人
な

ど
の
方

※
事
前
に
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
る
の
で
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

さ
い
。

▽
受
診
料
の
免
除　

次
に
該
当

す
る
方　

①
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
方　

②
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人
な

ど
の
方

※
事
前
に
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
る
の
で
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
人
数　
　

人
５０

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
、（h

ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）

直
接
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

８
月
７
日
必
着

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
、（h

ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）

直
接
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
「
希
望
す
る
会
場
名
」

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

８
月
７
日
必
着

※
８
月
末
に
受
診
票
な
ど
を
郵

送
し
ま
す
。

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
「
希
望
す
る
医
療
機
関

名
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
の
医
療

機
関
で
も
可
」
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

８
月
７
日
必
着

※
８
月
末
に
受
診
票
な
ど
を
郵

送
し
ま
す
。

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

受
診
料
が
必
要
で
す

受
診
料
が
必
要
で
す

▽
対
象　
　

年
度　

歳
以
上
で
、

２０

４０

▽
対
象　
　

年
度　

歳
以
上
で
、

２０

２０

　

年
度
未
受
診
の
方

１９

系
の
市
内
医
療
機
関
で
大
腸
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、　

歳
４０

以
上
の
方

▽
検
査
方
法　

免
疫
法
便
潜
血

検
査
２
日
法
（
２
回
検
体
を
採

取
）

▽
受
診
料　
　

円
４６０

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が

１
割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
１５０

（
受
診
時
に
保
険
証
な
ど
の
提

示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
に
該
当

す
る
方　

①
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
方　

②
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人
な

ど
の
方

※
事
前
に
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
る
の
で
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
方
法　

医
療
機
関

に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

胃がん検診希望
１．９月２０日（土）・
　　保健センター
２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

第
２
回

第
２
回乳

が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

受受
診
料
が
必
要
で
す

診
料
が
必
要
で
す

第
２
回

第
２
回

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

受受
診
料
が
必
要
で
す

診
料
が
必
要
で
す

大
腸
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

実
施
中

実
施
中

受受
診
料
が
必
要
で
す

診
料
が
必
要
で
す

「
み
ん
な
の
健
康
」
は

７
面
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

乳がん検診希望
１．希望する実施会
場名を記入して
ください

２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

子宮がん検診希望
１．希望する医療機
関名を記入して
ください

２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例


